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　平素は格別のご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　ここに当社第93期第２四半期連結累計期間（自2023
年４月１日　至2023年９月30日）の事業の概況等につ
いてご報告申し上げます。
　当第２四半期の世界経済は、欧米は金融引き締め・
高インフレの影響で景気後退、中国も不動産市場の低
迷などで景気減速が続いていることから、前四半期同
様先行き不透明な状況が続いております。
　わが国の経済は、サービス消費やインバウンド需要
などの復調が続くものの、海外経済の減速が下押し要
因となり、実質賃金の伸び悩みも受けて緩やかな景気
回復と予想されております。
　こうした中、当社グループの関連する自動車業界も、
半導体不足影響の緩和等に伴い回復基調ではあります
が、新型コロナウイルス感染拡大前の水準へ戻るには
今しばらくかかるとの見方もあり、回復は緩やかに推
移すると見通しております。
　当社として、昨年来、収益改善活動などの諸施策に
取り組み続けた結果、効果も徐々に表れてまいりまし
た。

　この結果、当第２四半期連結累計期間における売上
高は、1,000億11百万円と前年同四半期に比べ232億
13百万円（＋30.2％）の増収となりました。営業損
失は12億30百万円（前年同四半期は100億15百万円
の営業損失）、経常利益は14億85百万円（前年同四半
期は84億33百万円の経常損失）、親会社株主に帰属す
る四半期純利益は、10億89百万円（前年同四半期は
75億37百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）
となりました。
　当社は、グループの収益力向上及び財務体質の改
善・強化を図り、 安定した経営基盤を築くべく、全社
を挙げて当社にとって最大の市場である北米地域を中
心に、事業改革や抜本的な経営再建策の実行を急いで
おります。足元ではすでに業績の改善効果が見え始め
ておりますが、着実に経営再建を果たせるよう、今後
も事業構造改革を断行していく所存でございます。
　株主の皆様におかれましては、今後ともなお一層の
ご支援とご指導を賜りますようお願い申し上げます。

　2023年12月

代表取締役社長
社長役員

半谷 勝二
河西グループは
誠意と新しい技術の創造によって
価値ある商品、サービスをグローバルに提供し、
顧客、株主、従業員をはじめ、
全ての関わる人々の幸福を実現します。

株主の皆様へ
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セグメント別売上高（連結） 得意先別売上シェア（連結）セグメント別営業利益（連結）

19,817

20,651

7,746

12,068
60,284

16,553

 30,861

14,122

13,527

75,064

20,363

35,120

8,431

12,775

76,690

26,987

49,285

11,440

12,297

100,011

（単位：百万円）■日本 ■北米 ■欧州 ■アジア

第90期
第２四半期累計

第92期
第２四半期累計

第91期
第２四半期累計

第93期
第２四半期累計

43

22

22

13

47

24

14

15

（単位：%）■日産圏 ■ホンダ圏 ■トヨタ圏 ■その他

第90期
第２四半期累計

第91期
第２四半期累計

第92期
第２四半期累計

第93期
第２四半期累計

52

22

14

12

52

20

16

12
1,252

1,797 1,597 1,622

△3,526

△980
△719

△220

△6,056

△4,597

△10,501

△4,058
△2,843

△1,004

△426 1,168

（単位：百万円）■日本 ◆北米 ●欧州 ●アジア

第90期
第２四半期累計

第91期
第２四半期累計

第92期
第２四半期累計

第93期
第２四半期累計

（日本）
　昨年のような世界的な半導体不足及び新型コロナウイルス感染症の影響による生産調整もなく、主
要得意先の生産台数が堅調に推移したこともあり、売上高は269億87百万円と前年同四半期比66億１
百万円の増収（＋32.4％）となり、セグメント利益は11億68百万円（前年同四半期はセグメント損失
４億26百万円）となりました。

（北米）
　主要得意先の生産台数の増加や為替の影響により、売上高は492億85百万円と前年同四半期比140
億81百万円の増収（＋40.0％）となりました。一方で、原材料費の高騰は落ち着きをみせ、労務費・
物流費についても改善活動の効果もあり、セグメント損失は40億58百万円（前年同四半期はセグメン
ト損失105億１百万円）となりました。

（欧州）
　半導体供給不足による影響が低下したことから、売上高は114億40百万円と前年同四半期比30億９
百万円の増収（＋35.7％）となり、セグメント損失は２億20百万円（前年同四半期はセグメント損失
７億19百万円）となりました。

（アジア）
　アセアン地区では主要得意先の生産台数は引き続き回復傾向にある一方で、中国地区は第１四半期
での減産に加え、主要得意先の販売不振により台数回復は遅れており、売上高は122億97百万円と前
年同四半期比４億78百万円の減収（△3.7％）となりましたが、材料費比率の低減等の合理化活動や為
替影響等により、セグメント利益は16億22百万円と前年同四半期比25百万円の増益（＋1.6％）とな
りました。

セグメント別業績
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売上高

親会社株主に帰属する当期純利益

営業利益／通期営業利益率

総資産／純資産

経常利益／通期経常利益率

配当金

60,284

147,474

175,469

75,064

（単位：百万円）　第２四半期累計　　　通期

第92期第91期第90期

152,824

76,690

第93期

100,011

145,541

47,444

148,825 

21,315 

142,926

31,797

146,872 

23,018 

（単位：百万円）総資産　　　第２四半期　　　期末
純資産　　　第２四半期　　　期末

第93期
第２四半期

第91期第90期 第92期

（単位：円）　中間　　　期末

第92期第91期
0 0 00

第90期 第93期

△11,511
△12,185

△8.3% △8.4%

△4,394

（単位：百万円）　第２四半期累計　　　通期
　通期営業利益率

第92期第91期第90期

△8,154

△14,790
△12,969

△8.5％

第93期

△1,230

△11,191

△10,458
△10,356

△14,107

△3,323

△6,555

1,485

△7.3％ △7.0%

△9.7%

（単位：百万円）　第２四半期累計　　　通期
　通期経常利益率

第92期第91期第90期 第93期

△11,494

△5,962

△17,082
△19,032

△13,659

（単位：百万円）　第２四半期累計　　　通期

第92期第91期第90期

△5,659

第93期

1,089

財務ハイライト（連結）
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四半期連結貸借対照表（要旨） 四半期連結損益計算書（要旨）

四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）

第93期第２四半期 第92期
2023年9月30日 2023年３月31日

（資産の部）

流動資産 85,356 86,882

固定資産 61,516 61,942

有形固定資産 49,664 49,573

無形固定資産 134 269

投資その他の資産 11,716 12,100

資産合計 146,872 148,825

（負債の部）

流動負債 110,336 106,750

固定負債 13,517 20,760

負債合計 123,854 127,510

（純資産の部）

株主資本 10,579 9,490

資本金 5,821 5,821

資本剰余金 5,652 5,652

利益剰余金 △ 358 △ 1,447

自己株式 △ 535 △ 535

その他の包括利益累計額 2,711 1,994

非支配株主持分 9,727 9,830

純資産合計 23,018 21,315

負債純資産合計 146,872 148,825

第93期第２四半期累計 第92期第２四半期累計
自2023年４月 1 日 自2022年４月 1 日
至2023年９月30日 至2022年９月30日

売上高 100,011 76,798
売上原価 91,497 77,586
売上総利益 8,513 △788
販売費及び一般管理費 9,744 9,227
営業損失（△） △1,230 △10,015
営業外収益 3,598 2,133
営業外費用 882 551
経常利益 1,485 △8,433
特別利益 1,485 2,869
特別損失 427 37
税金等調整前四半期純利益 2,543 △5,601
法人税、住民税及び事業税 742 1,079
法人税等調整額 239 301
四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,561 △6,981
非支配株主に帰属する四半期純利益 472 555
親会社株主に帰属する四半期純利益 1,089 △7,537

第93期第２四半期累計 第92期第２四半期累計
自2023年４月 1 日 自2022年４月 1 日
至2023年９月30日 至2022年９月30日

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,385 △1,599
投資活動によるキャッシュ・フロー 2,914 2,657
財務活動によるキャッシュ・フロー △10,005 1,973
現金及び現金同等物に係る換算差額 1,370 2,494
現金及び現金同等物の増減額(△は減少) △7,106 5,526
現金及び現金同等物の期首残高 30,684 26,042
現金及び現金同等物の四半期末残高 23,577 31,568

（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

（注）記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。 （注）記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。

（注）記載金額は、百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。

連結財務諸表
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　環境対応材とリサイクル材の開発品を、2023年10月に幕張メッセで開催されました第３回サステナブルマ
テリアル展の協力企業各社のブースにおいて公開しました。

（1）セルロースファイバー強化樹脂
�　当社は株式会社巴川製紙所と共同で、セルロースファイバー強化樹
脂の自動車部品への適用検討を進めております。
�　本材料はセルロース繊維を活用したナノファイバーを配合した樹脂
で、低価格の実現と、CO₂の排出量をおさえた地球に優しい材料です。

（2）廃材から生まれたリサイクル材
�　ウレタン天井は当社の製品の一つですが、端材は「ウレタン」「ガ
ラス繊維」「PET繊維」などの多層構造の材質のため、分離・リサイ
クルすることは困難でした。端材を丸ごと粉砕してマテリアルリサイ
クルとして樹脂に混ぜることにより、大幅に樹脂の使用量を低減する
ことができました。また端材を樹脂に30%添加した場合、材料製造時
のCO₂発生量を30％程度削減することが可能です。

　当社は、今後も製造時におけるCO₂の排出量を削減できる製品を開発
し、カーボンニュートラルに貢献してまいります。

トピックス

　米国自動車研究センターCenter for Automotive Research（CAR）とALTAIRが主催する、ALTAIR 
ENLIGHTEN AWARD 2023 サステナブルプロセス部門において、奨励賞（Honorable Mention）を受賞
しました。
　Altair Enlighten Awardとは、自動車の軽量化とサステナビリティの取り組みを表彰する賞です。今年は
二酸化炭素排出量の削減、水やエネルギー消費の緩和削減、材料の再利用やリサイクルへの取り組みなど、
最も優れた持続可能性と軽量化技術の進歩を表彰されました。
　自動車産業界で採用されている当社の省資源技術であるハイパピ
アについて、リサイクル性・サステナビリティをアピールして、受
賞いたしました。
　当社はこれからも継続して、サステナブルな自動車内装価値の創
造に取り組んでいます。

１．ALTAIR ENLIGHTEN AWARD 2023 サステナブルプロセス部門でハイパピアが奨励賞を受賞

　東風河西（武漢）頂飾系統有限公司は、東風本田汽車有限公司より、
「2022年度品質賞」を受賞いたしました。2018年から５年連続の受賞
となり、特に品質賞は2019年、2020年に続く３回目の受賞となりました。
　新人作業員への教育、指示書のタイムリーな更新、熟練度の高い
作業者の多能工化により、どの工程でも作業ができるような取り組み
を行い、変化点による不具合の未然防止を図りました。
　当社は、今後もお客様の多様なご期待に応えられるように努力し、
取引の拡大を目指してまいります。

３．東風本田汽車有限公司より「2022年度品質賞」を受賞

２．２種類の環境対応技術を第３回サステナブル マテリアル展で公開

グリーンチップ® CMF®は、株式会社巴川
製紙所とエフピー化成工業株式会社が共同
開発した製品です。
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商 号 河西工業株式会社
事 業 自動車内外装部品の製造・販売及び

これに付帯する一切の事業
創 業 年 月 1912年１月
設 立 年 月 1946年10月
資 本 金 58億21百万円
上場証券取引所 東京証券取引所スタンダード市場	
従 業 員 数 単独565名

連結7,817名

本 社 神奈川県高座郡寒川町宮山3316番地

富士宮事業所 静岡県富士宮市北山4839-24

子 会 社 国内３社　海外13社

関 連 会 社 国内２社　海外５社

会社概要 株式の状況

事業所

役　員

（2023年９月30日現在） （2023年９月30日現在）

金融機関
19.9%
（7,879千株）

個人・その他
42.9%

(16,931千株) その他の法人
24.0%
(9,491千株)

外国法人等
9.8%
(3,892千株)

自己名義株式
1.7%

(663千株)
金融商品
取引業者
1.7%

（653千株）

発行可能株式総数 127,695,000株

発行済株式の総数 39,511,728株
（うち自己株式663,235株）

株主数 19,247名

大株主（上位５名）

株　主　名 持株数 持株比率
長瀬産業株式会社 5,404千株 13.9%
株式会社りそな銀行 1,825千株 4.7%
株式会社タチエス 1,692千株 4.3%
日本マスタートラスト
信託銀行株式会社 1,489千株 3.8%

河西工業取引先持株会 1,422千株 3.6%

所有者別株式分布状況

（注）持株比率は自己株式を控除して計算しております。

代表取締役社長 社長役員 半 谷 勝 二
取 締 役 副 社 長 役 員 山 道 昇 一
取 締 役 常 務 役 員 糟 谷 充 彦
取 締 役 結 川 孝 一※

取 締 役 児 玉 幸 信※

取 締 役 三 原 康 弘※

取 締 役 監 査 等 委 員 伊 豆 野 　 　 　 学※

取 締 役 監 査 等 委 員 横 山 和 彦※

取 締 役 監 査 等 委 員 城 戸 和 弘※

（注）※印は社外取締役であります。
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●ホームページのご案内
　�企業活動全般の情報や決算発表資料等を

適時掲載しておりますので、是非ご活用
ください。

https://www.kasai.co.jp/

株　主　メ　モ

（ご注意）
１．株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設さ

れている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。
口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信
託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

２．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行
が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱ＵＦＪ信託
銀行）にお問合せください。なお、三菱ＵＦＪ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいた
します。

３．未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払いたします。

事 業 年 度 ４月１日～翌年３月31日
期末配当金受領株主確定日 ３月31日
中間配当金受領株主確定日 ９月30日
定 時 株 主 総 会 毎年６月
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　
証券代行部
東京都府中市日鋼町１－１
TEL : 0120－232－711

（通話料無料）
郵送先 : 〒137－8081
新東京郵便局私書箱第29号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　
証券代行部

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所
公 告 の 方 法 電子公告

（https://www.kasai.co.jp/）
やむを得ない事由によって電子
公告による公告ができない場合
は、日本経済新聞

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。
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